
(57)【特許請求の範囲】
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各々が情報提供者（３０２）、少なくとも１つのキーワード（３５２）、金額（３５８
）及びコンピュータ・ネットワーク・ロケーション（３５６）に関連付けられた複数のサ
ーチ・リステイング（３４４）をコンピュータ・システム（２２、２４）によりその中に
記憶されているデータベース（３８、４０）と、

ユーザにより入力されたキーワードを受信する入力手段（２４）と、
ユーザにより入力されたキーワードと一致を生ずるキーワードを有する前記サーチ・リ

ステイング（３４４）を識別し、前記識別されたサーチ・リステイング（３４４）のそれ
ぞれを金額（３５８）を用いて順序付けし、順序付けされたいくつかの前記リステイング
（３４４）を含む結果リスト（７１０）を発生するサーチ手段（２４）と、

ユーザに結果リスト（７１０）を提供する出力手段（２４）と、
結果リスト（７１０）から選択されたリステイング（３４４）に関する情報を検索する

ためのユーザからの要求を記録し、選択されたリステイング（３４４）に関連する金額（
３５８）を選択されたリステイングに関連する情報提供者の口座に請求するための口座識
別情報（３４２）を含んだ記録手段（２２）と、

を含むコンピュータ・ネットワーク・サーチ・エンジン装置（２２、２４）。

データベース（３８、４０）が、複数の情報提供者（３０２）の各々について少なくと
も１つの口座記録（３４０）を含み、該口座記録（３４０）は、
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キーワード（３５２）及び金額（３５８）を含む少なくとも１つのサーチ・リステイン
グ（３４４）と、

口座残高と、
独特に識別可能な口座識別子（３４２）と、
を含む請求項１に記載のサーチ・エンジン装置。

検索要求が、サーチ・リステイング（３４４）のキーワード（３５２）及び金額（３５
８）と、サーチ・リステイング（３４４）に関連する口座識別子（３４２）とを含む請求
項２に記載のサーチ・エンジン装置。

検索要求が、コンピュータ・システム（２２、２４）により、前記検索要求の口座識別
子に対応した口座識別子（３４２）を持つ口座記録（３４０）にリンクされる請求項３に
記載のサーチ・エンジン装置。

検索要求の金額（３５８）が、コンピュータ・システム（２２、２４）により、前記検
索要求の口座識別子と一致する口座識別子（３４２）を持つ口座記録（３４０）の口座残
高に対して請求される請求項４に記載のサーチ・エンジン装置。

結果リスト（７１０）中の前記リステイング（３４４）が、コンピュータ・システム（
２２、２４）により、金額の減少する順に順序付けされている請求項１に記載のサーチ・
エンジン装置。

結果リスト（７１０）中の同じ金額を持つ前記リステイング（７１０ｅ、７１０ｆ）が
、コンピュータ・システム（２２、２４）により、作成時が最も早いものから最近のもの
の順に順序付けされている請求項６に記載のサーチ・エンジン装置。

情報提供者に対して課金を発生する前記リステイングが、コンピュータ・システム（２
２、２４）により、支払済みのリステイング（７５０）として結果リスト中において識別
されている請求項１に記載のサーチ・エンジン装置。

情報提供者に対して課金を発生する前記リステイングが、それぞれの金額の識別（７５
０）を含む請求項８に記載のサーチ・エンジン装置。

ログイン・アクセスを与えられた情報提供者が、コンピュータ・システム（２２、２４
）により、前記情報提供者の前記リステイング（３４４）と関連するキーワード（３５２
）がユーザにより入力されたキーワードと一致する態様を変更できる請求項１に記載のサ
ーチ・エンジン装置。

一致は、サーチ・リステイング（３４４）のキーワード（３５２）がユーザにより入力
されたキーワードの同意語であることに少なくとも部分的に基づいている請求項１に記載
のサーチ・エンジン装置。

一致は、情報提供者（３０２）に関連する場所に少なくとも部分的に基づいている請求
項１に記載のサーチ・エンジン装置。

場所は、国、市、郵便番号、及び電話地域コードのうちの１つである請求項１２に記載
のサーチ・エンジン装置。

一致は、リステイング（３４４）に関連する言語に少なくとも部分的に基づいている請
求項１に記載のサーチ・エンジン装置。
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遠隔の入力装置を介してユーザにより入力されたキーワードに応答して結果リスト（７
１０）を生成するためにコンピュータ・ネットワーク（２０）上で動作する装置（２２、
２４）であって、該装置はコンピュータ・ネットワークに接続されたコンピュータ・シス
テムを含み、該コンピュータ・システムは、

各々が情報提供者（３０２）、少なくとも１つのキーワード（３５２）、金額（３５８
）及びコンピュータ・ネットワーク・ロケーション（３５６）に関連付けられた複数のリ
ステイング（３４４）を含んだデータベース（３８、４０）と、

ユーザの入力したキーワードに応答して結果リスト（７１０）を生成するためにコンピ
ュータ・システム（２２、２４）により実行されるプログラミング・コードと、前記結果
リストはユーザにより入力されたキーワードと一致を生ずる関連するキーワード（３５２
）を持つリステイング（３４４）を含み、前記リステイングはそれぞれのリステイングの
金額（３５８）により影響される順序で結果リスト中に配列されており、

結果リスト（７１０）上のリステイング（３４４）に関連した情報に対するユーザから
の要求を受信し、そして前記リステイングに関連した金額を前記リステイングに関連した
情報提供者の口座に請求するためにコンピュータ・システム（２２、２４）により実行さ
れるプログラミング・コードと、

情報提供者のリステイング（３４４）の修正を情報提供者（３０２）に許可するために
情報提供者に認証されたログイン・アクセスを与えるためのコンピュータ・システム（２
２、２４）により実行されるプログラミング・コードと、

を記憶しており、
そして、前記コンピュータ・システムが、情報提供者（３０２）にリステイングのため

の別の選択のキーワードの示唆を与える前記装置（２２、２４）。

示唆される前記別の選択のキーワードは、データベースからの他のリステイングに関連
するキーワードを含む請求項１５に記載の装置。

示唆される前記別の選択のキーワードは、類語データベースからの用語を含む請求項１
５に記載の装置。

結果リスト（７１０）中のリステイング（３４４）が、コンピュータ・システム（２２
、２４）により、金額（３５８）の減少する順序で配列されている請求項１５に記載の装
置。

ログイン・アクセスを与えられた情報提供者（３０２）が、コンピュータ・システム（
２２、２４）により、前記情報提供者のリステイング（３４４）と関連するキーワード（
３５２）がコンピュータ・システム（２２、２４）によりユーザから受信したキーワード
と一致される態様を変更できる請求項１５に記載の装置。

一致は、サーチ・リステイング（３４４）のキーワード（３５２）がコンピュータ・シ
ステム（２２、２４）により受信されたユーザからのキーワードの同意語であることに少
なくとも部分的に基づく請求項１５に記載の装置。

一致は、情報提供者（３０２）に関連する場所に少なくとも部分的に基づいている請求
項１５に記載の装置。

場所は、国、市、郵便番号、及び電話地域コードのうちの１つである請求項２１に記載
の装置。

一致は、リステイング（３４４）に関連する言語に少なくとも部分的に基づいている請
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求項１５に記載の装置。

ログイン・アクセスが与えられた情報提供者（３０２）の要求により、指定された期間
について少なくとも１つのリステイング（３４４）に対して、ユーザから受信した要求数
、ユーザ入力と一致したキーワードの発生数、結果リスト上にリステイングが含まれた出
現数、及び、ユーザがリステイングをクリックした数を出現数で割ったクリック通過レー
トのうちの少なくとも１つの情報を含む活動報告をコンピュータ・システム（２２、２４
）により自動的に生成する請求項１５に記載の装置。

ログイン・アクセスが与えられた情報提供者（３０２）の要求により、指定された期間
について、前記データベース内に情報提供者のリステイングが含まれる費用をコンピュー
タ・システム（２２、２４）により自動的に推計する請求項１５に記載の装置。

コンピュータ・ネットワーク（２０）に接続された入力装置を介してユーザにより入力
された情報との一致を表す項目の結果リスト（７１０）を生成するために、コンピュータ
・ネットワークに接続できるコンピュータ・システム（２２、２４）を含むコンピュータ
・ネットワーク・サーチ装置を動作する方法であって、

コンピュータ・システム（２２、２４）により、各々が少なくとも１つのキーワード（
３５２）、情報提供者（３０２）及び入札額（３５８）に関連付けられそしてユーザへ伝
達されるための情報を含んだ複数の項目（３４４）を、データベース（３８、４０）内に
記憶し、

コンピュータ・システム（２２、２４）において、入力装置（１２）を介してユーザに
より入力されたキーワードを受信し、

コンピュータ・システム（２２、２４）により、記憶された項目（３４４）をサーチし
て、ユーザにより入力されたキーワードとの一致を表す項目を識別し、

コンピュータ・システム（２２、２４）により、識別された項目についてその入札額（
３５８）を用いて順序付けし、順序付けされて識別された項目を含んだ結果リスト（７１
０）を生成し、

コンピュータ・システム（２２、２４）からユーザへ結果リスト（７１０）を提供し、
コンピュータ・システム（２２、２４）において、ユーザから結果リスト（７１０）よ

り選択された項目に関しさらなる情報についての要求を受信し、
コンピュータ・システム（２２、２４）により、選択された項目に関する入札額（３５

８）を選択された項目に関連した情報提供者（３０２）の口座に請求し、
コンピュータ・システム（２２、２４）により、情報提供者の項目（３４４）に関連す

る少なくとも入札額（３５８）の修正を情報提供者ができるようにするために、認証され
たログイン・アクセスを情報提供者（３０２）に与え、そして

コンピュータ・システム（２２、２４）が、所定の条件の発生に応答して、情報提供者
（３０２）に情報提供者の口座の状態を示す情報を送信することを含む方法。

コンピュータ・システム（２２、２４）により、結果リスト（７１０）中の項目（３４
４）が、入札額（３５８）の減少する順で順序付けされる請求項２６に記載の方法。

コンピュータ・システム（２２、２４）により、同じ入札額（３５８）を持つ結果リス
ト（７１０）中の項目（７１０ｅ、７１０ｆ）が、作成時の最も早いものから最近のもの
の順に順序付けされている請求項２７に記載の方法。

コンピュータ・システム（２２、２４）により、情報提供者（３０２）に対して課金を
発生する項目（３４４）が、結果リスト（７１０）中において支払済みとして識別（７５
０）される請求項２６に記載の方法。
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情報提供者（３０２）に対して課金を発生する項目（３４４）が、それぞれの入札額の
識別（７５０）を含む請求項２９に記載の方法。

情報提供者による項目（３４４）に関する修正が実質的に実時間で行われる請求項２６
に記載の方法。

ログイン・アクセスを与えられた情報提供者が、コンピュータ・システム（２２、２４
）により、前記情報提供者の項目（３４４）がユーザにより入力されたキーワードと一致
する態様を変更できる請求項２６に記載の方法。

ログイン・アクセスが与えられた情報提供者（３０２）の要求があると、コンピュータ
・システム（２２、２４）により、指定された期間について少なくとも１つの項目（３４
４）に対して、項目（３４４）に関してさらなる情報についてユーザから受信した要求数
、ユーザ入力と一致したキーワードの発生数、結果リスト上に項目が含まれる出現数、及
び、ユーザが項目をクリックした数を出現数で割ったクリック通過レートのうちの少なく
とも１つの情報を含む活動報告を自動的に生成する請求項２６に記載の方法。

ログイン・アクセスが与えられた情報提供者（３０２）の要求があると、コンピュータ
・システム（２２、２４）により、指定された期間について、前記データベース内に情報
提供者の項目が含まれる費用を自動的に推計する請求項２６に記載の方法。

コンピュータ・システム（２２、２４）により、順序付けされた項目中で所望のランク
に置くことができるその項目（３４４）の入札額（３５８）を自動的に計算して、関連す
る情報提供者に提供する請求項２６に記載の方法。

計算された入札額（３５８）が、順序付けされた項目中で次のランクされた項目に関連
した入札額よりも所定額だけ大きい請求項２５に記載の方法。

項目（３４４）が、題名（３６０）、記述（３５４）、及びユニホーム・リソース・ロ
ケータ（ＵＲＬ）（３５６）を含む請求項２６に記載の方法。

前記コンピュータ・ネットワーク（２０）が、インターネットである請求項２６に記載
の方法。

一致は、項目（３４４）に関連するキーワード（３５２）が、ユーザにより入力された
キーワードの同意語であることに少なくとも部分的に基づく請求項２６に記載の方法。

一致は、項目（３４４）に関連するキーワード（３５２）が、ユーザにより入力された
キーワードの基準化された形と一致することに少なくとも部分的に基づく請求項２６に記
載の方法。

一致は、情報提供者（３０２）に関連する場所に少なくとも部分的に基づいている請求
項２６に記載の方法。

一致は、項目（３４４）に関連する言語に少なくとも部分的に基づいている請求項２６
に記載の方法。

前記状態を示す情報が、コンピュータ・システム（２２、２４）により、コンピュータ
・ネットワーク（２０）を介して情報提供者（３０２）へ送信される電子メール・メッセ
ージである請求項２６に記載の方法。



【請求項４４】
　

【請求項４５】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
（マイクロフイッシュ／著作権注記）
本出願には著作権保護を受ける内容を含むマイクロフイッシュ付録が添付されている。著
作権者は特許商標庁の特許ファイル又はレコード内に表されるようにマイクロフイッシュ
付録を正確にコピーすることについては異議を有さないが、それ以外は、全ての著作権を
留保する。
【０００２】
（発明の背景）
コンピュータ・ネットワークを通じて情報を転送することが、企業、組織、及び個人がビ
ジネスをする重要な手段となりつつある。コンピュータ・ネットワークは長年の間に、単
一のグループの必要に役立つために設立された独立で且つ孤立したものから、異なる物理
的ネットワークを相互接続し、そしてこれらを調整されたシステムとして機能させること
ができる巨大なインターネットに成長した。現在、存在する最大のコンピュータ・ネット
ワークはインターネットである。インターネットは、共通のプロトコルを使用して通信す
る世界中のコンピュータ・ネットワークの相互接続である。低エンドのパーソナル・コン
ピュータから高エンドのスーパー・コンピュータまで数百万のコンピュータがインターネ
ットに接続されている。
【０００３】
インターネットは、容易に且つ規則的に相当の量の情報を交換する世界中に位置する電子
的に接続されたユーザの大きな共同体社会として出現している。インターネットは、政府
機関、研究所、研究及び教育のための大学間で情報にアクセスして交換するというその本
来の目的を果たし続けている。これに加えて、インターネットは、その本来の目的を越え
てさまざまな関心及びフォーラムに役立つように進化している。とりわけ、インターネッ
トはアイデア及び情報に加えて、商品及びサービスの世界的な電子市場に急速に変容して
いる。
【０００４】
インターネットの世界的市場への変容は、主としてワールドワイドウェブ（ウェブ）とし
て知られている情報システムの導入により動かされている。ウェブは、ドキュメントの大
きな宇宙に広汎なアクセスを与えるように設計された独特の分散化データベースである。
ウェブのデータベースのレコードは、「ページ」として知られるドキュメントの形式であ
る。これらのページは、ウェブ・サーバー上に位置し、インターネットを介してアクセス
可能である。従って、ウェブは絶えず変化し、認識できる組織又は構造を有しない無限の
個別のコンピュータ・システムにわたって分散した巨大な情報データベースである。イン
ターネットに接続されたコンピュータは、ブラウザと呼ばれる強力で簡単に学ぶことので
きるクラフィカル・ユーザ・インターフェイスを有するプログラムを介してウェブ・ペー
ジにアクセスできる。ウェブ・ブラウザにより支援される１つの強力な技術はハイパーリ
ンクとして知られる、ウェブ・ページの作者が他のウェブ・ページへのリンクを作成する
ことを可能にし、そしてユーザがウェブ・ブラウザ上で単純なポイント・アンド・クリッ
ク命令を使用することにより検索できる、ものである。
【０００５】
ページは、ハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）などの様々なフォーマッ
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前記状態を示す情報が、コンピュータ・システム（２２、２４）により、情報提供者（
３０２）へ口座に入金することを促すために送られる警告である請求項２６に記載の方法
。

前記状態を示す情報が、情報提供者（３０２）に関連した項目（３４４）の結果リスト
（７１０）中の位置の変更を情報提供者（３０２）に通知するものである請求項２６に記
載の方法。



テイング方式の１つで構築でき、グラフイックス、オーディオ、及び動画などのマルチメ
ディア情報コンテンツを含むことができる。コンピュータ及びインターネットへの接続を
有する者は誰でもウェブ上に掲示されている公にアクセス可能などんなページにもアクセ
スできる。このように、ワールドワイドウェブの存在は、潜在的な顧客へ彼等の製品及び
サービスを広告したいと欲するビジネス、個人、組織に世界的な規模の消費者を紹介でき
る能力を有する。さらに、指数関数的に増加するコンピュータ処理速度とデータ転送速度
により可能となるウェブ・ページの設計のより優れた洗練さは、情報の自由な流れと共に
ウェブを広告及び他のビジネス目的のためにより魅力的な媒体とする。
【０００６】
インターネット・コンテンツの開発と配送を促進する新しく強力なツールが利用可能にな
り、インターネット上に提供される情報、製品、サービスの増加とインターネットを使用
する消費者の数の劇的な増加を生んだ。ＩＤＣとして普通呼ばれるインターナショナル・
データ・コーポレイションは、インターネット・ユーザの数が１９９８年の世界中に約９
７００万人から２００２年末で世界中に約３２０００万人に増加することを推定している
。これに加え、インターネットを通じて行なわれる商業が成長し、そして劇的に成長する
ことが期待されている。ＩＤＣは、インタネット上で商品やサービスを購入するインター
ネット・ユーザのパーセンティジは１９９８年末の約２８％から２００２年には約４０％
に増加し、そして同じ期間で、インターネットを介して購入される商品及びサービスの全
価格は約３２４億ドルから約４２５７億ドルに増加すると推定している。
【０００７】
インターネットは消費者に到達するための情報、製品及びサービスの広告の新しく魅力的
な媒体として出現した。しかし、ワールドワイドウェブは全世界中の区別できない組織の
数百万の異なるコンピュータ・システムにわたって分布された見かけ上は無限界の数のウ
ェブ・ページから構成されている。住所録やサーチ・エンジンなどのメカニズムがウェブ
上の利用可能な情報をサーチして索引付け、そして、それによりインターネット・ユーザ
が興味の有る情報を探し出すの助けるために開発されている。これらのサーチ・サービス
は、消費者が興味の有る特定の話題、製品、又はサービスに基づいたウエブ・サイトのリ
ストをサーチすることを可能にする。
【０００８】
サーチ・サービスは、ｅメールの次に、インターネット上で最も良く使用されているツー
ルである。この結果、サーチ・サービスを提供するウェブ・サイトはインターネット聴衆
者に実質的に到達する広告を提供し、そしてキーワード又は話題サーチ・リクエストに基
づいて消費者の興味を狙った機会を広告者に提供している。
【０００９】
インターネット・サーチ・エンジン上のウェブに基づいたサーチにおいて、ユーザは１つ
又は複数のキーワードを含むサーチ用語を入力し、そして、サーチ・エンジンはユーザが
ハイパーリンクを通じてアクセスできるウェブ・ページのリストを実時間で作成するため
にこのサーチ用語を使用する。しかし、従来のサーチ・エンジン及びウェブ・サイト・デ
ィレクトリイは、しばしば無関係なサーチ結果を発生するキーワードに結果を割当てるプ
ロセスに依存している。従来技術の多くのサーチ・エンジンを駆動する自動化されたサー
チ技術は、キーワード密度やキーワード位置などの複数の基準に基づいてウェブ・ページ
を選択してランク付けする複雑な数学に基づいたデータベース・サーチ・アルゴリズムに
主として依存している。このようなメカニズムにより生成されたサーチ結果はしばしばめ
くらの数学公式に依存し、でたらめで、そして無関係でさえもある。これに加えて、サー
チ結果を分類するために自動化されたサーチ技術を使用するサーチ・エンジンはウェブ・
サイト促進者により記された見えないウェブ・サイト記述、又は、「メタタグ」、に一般
に依存している。ウェブ・サイト所有者は彼等のサイトに彼等が自由に選ぶタグを付ける
ことができる。この結果、いくつかのウェブ・サイト促進者は彼等のウェブ・サイト・メ
タタグに関係が無い人気の有るサーチ用語を、ほとんどのコストをかけずに追加の消費者
の注意を引き付けるための理由で、挿入する。最終的に、多くのウェブ・サイトが同様の
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メタタグを有し、そして、従来技術のサーチ・エンジンは消費者の好みに従って結果を優
先付ける機能を有さない。
【００１０】
サーチ・エンジン及びウェブ・サイト・ディレクトリイは、また、ウェブ情報を検査する
ための限られた編集スタッフの手作業の努力にも依存している。ウェブのように予測でき
ずにランダムに更新されるデータベースを包括的に手作業で検査して索引を付けることは
不可能な作業であり、サーチ・エンジンの結果はしばしば不完全又は古い。さらに、イン
ターネット・コンテンツの量及び密度が増加するので、多くの人気の有るウェブ・サーチ
・サイト上では、消費者は彼等のサーチ結果に応答したウェブ・サイトを探し出すために
階層的ディレクトリイの複数のブランチをしばしばクリックで通り過ぎなければならず、
そのプロセスは消費者の立場からは遅く扱い難い。このように、従来技術のサーチ・エン
ジンは、ウェブ・ページの所有者が包括的で最新のベースで興味を持つユーザの注意に目
標を合わせて彼等のウェブを露呈して情報を分配するには非効率的である。
【００１１】
さらに、バナー広告などのウェブ・サイト・トラフイックを発生するための現在のパラダ
イムは、伝統的な広告パラダイムに従い、インターネットの独特な属性を使用していない
。バナー広告モデルにおいて、彼等のウェブの露呈を増加し促進したいと求めるウェブ・
サイトの促進者は、しばしば、人気の有る商業ウェブ・サイトのページ上のスペースを購
入する。ウェブ・サイト促進者は普通、このスペースを彼等自身のウェブ・サイトを広告
するバナーと知られる色彩豊かなグラフイックで埋める。バナーは、訪問者がこのサイト
にアクセスするためにクリック・オンするハイパーリンクとして動作する。伝統的な広告
と同様に、インターネット上のバナー広告は典型的に、潜在的な消費者に露呈するために
広告者が支払う印象に基づいて価格が決まる。バナーは、各ページ・アクセスにおいて表
示でき、又は、サーチ・エンジン上で、サーチ用語に目標を合わせることができる。それ
にもかかわらず、印象に基づいた広告は、クリック通過速度、消費者のバナーへの訪問が
目標サイトへの訪問を生成する速度、が非常に遅いので、インターネットのダイレクト・
マーケテイング潜在能力を非効率的に利用している。このため、大部分のウェブ・サイト
の訪問者は特別の情報を求めていて、バナー内にアナウンスされた情報には興味を有さな
いかもしれないため、ウェブ・サイト促進者は、推奨されている製品又はサービスに興味
を有さない多くの消費者に対する露呈に対して支払っている。同様に、バナーは一般にサ
ーチ・エンジンによりサーチ可能ではなく、興味が有る人がウェブ上のどこでバナーを見
ることができるかを知らないため、バナーはしばしば興味を有する個人へ到達できない。
【００１２】
従って、広告及びサーチ・エンジンのアルゴリズムの伝統的なパラダイムは、コスト効率
的な態様でワールドワイドウェブを介して興味を有する人達に関連情報を有効に配達する
ことができない。インターネット広告は、他のメディアでは一般に利用可能でない目標性
、対話式、及び測定可能性のレベルを提供できる。適当なツールにより、インターネット
広告者はメッセージを消費者の特定のグループに目標を合わせて、彼等の広告キャンペー
ンの有効性に関して即座にフイードバックを受取る能力を有する。
【００１３】
理想的には、ウェブ・サイト促進者は彼等のウェブ・サイトのコンテンツに関連するサー
チ中で、彼等のリストが目立つようにサーチ結果リスト内の彼等の位置を制御できるよう
にすべきである。インターネットのサーチ・エンジン機能を、消費者に素早く、容易で関
係有るサーチ結果を提供し、一方、インターネット広告者及び促進者には消費者に目標を
合わせる手段を提供するオンライン市場を容易にする新しい方向へ、集中させる必要があ
る。オンライン市場を容易にするサーチ・エンジンを使用する消費者は、消費者が求めて
いる製品、サービス、又は、情報を提供する会社又はビジネスを見付ける。このオンライ
ン市場において、製品、サービス、又は、情報を販売する会社は、インターネット・サー
チ・エンジンにより発生されたサーチ結果リスト上の位置についてオープンな競売環境で
入札する。広告者は、サーチ・エンジンにより発生されたサーチ結果リストを介して発生
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される各クリックを通しての紹介に対して支払う必要があるため、広告者は彼等のウェブ
・サイト提供に最も関係の有るサーチ・キーワードを選択して入札するインセンテイブを
有する。サーチ結果リスト上のより高い広告者の位置は、「紹介」のより高い可能性を有
し、すなわち、消費者がサーチ結果リストを通じて広告者のウェブ・サイトに紹介される
可能性がより高い。この広告市場の開放性は、消費者と他の広告者に特定のサーチ結果リ
スト上に広告者により入札された価格を公に表示することによりさらに促進される。
【００１４】
従って、本発明の１つの目的は、特定のサーチ用語の組に対してインターネット・サーチ
・エンジンにより発生されるサーチ結果リスト上の位置に促進者が影響を与えることので
きる方法及びシステムを提供することである。
【００１５】
本発明の別の目的は、促進者が、彼等のサーチ結果リストの位置を彼等のビジネスに最も
関係の有るサーチ質問に目標を合わせるため、サーチ・エンジンに対するキー・サーチ用
語を指定することができるシステム及び方法を提供することである。
【００１６】
本発明の別の目的は、促進者が彼等の現在のサーチ用語及び位置結合オンラインを検査し
て、そして彼等の選択したサーチ用語と位置とウェブ題名と記述を実質的に瞬時に変化す
ることができるシステム及び方法を提供することである。
【００１７】
本発明のさらに別の目的は、このような促進者に連続的で競争的なオンライン入札手続を
介してサーチ結果内のより高い位置に影響を与えることを可能にするサーチ・エンジンを
促進者に提供することである。
【００１８】
本発明のさらに別の目的は、ウェブ・サイト促進者がサーチ・エンジンにより発生された
実際の訪問数に直接比例して課金される費用効率的なインターネット広告方法を提供する
。
【００１９】
本発明のさらに別の目的は、広告者が選択したサーチ用語を使用して生成されたサーチ結
果リスト内の広告者のリストについての金銭的コストを添付した自由市場に参加すること
により、最も興味を有する消費者に広告者が目標を合わせる新しい広告システムを作るこ
とである。
【００２０】
本発明のさらに別の目的は、サーチ結果リスト内の広告者が位置を決めたリストは明確に
有料広告であるとして表記する、消費者及び広告者に対して公正なインターネット広告に
ついて開かれた市場を生成することである。
【００２１】
本発明のさらに別の目的は、ウェブ・サイト促進者がサーチ・エンジンにより生成された
サーチ結果内の促進者のリストに関連したタイトル又は記述を制御することができるよう
にすることである。
【００２２】
（発明の概要）
本発明は、コンピュータ・ネットワークを使用するウェブ・サイト促進者がインターネッ
ト・サーチ・エンジンにより生成されるサーチ結果リスト内の位置に影響を与えることが
できる方法及びシステムを提供することにより前述した問題を解決する。より詳細には、
本発明は、ウェブ・サイト促進者がサーチ結果リストのためのサーチ・リステイングを定
義でき、促進者のウェブ・サイトに関連があるサーチ用語を選択でき、そして、インター
ネット・サーチ・エンジン上のサーチ・リステイングに対するサーチ結果リスト位置に影
響を与えることができるシステム及び方法に関する。インターネット・ユーザがサーチ・
エンジン質問にサーチ用語を入力した時、サーチ・エンジンは促進者により定義された１
つ又は複数のパラメータにより影響を受けた位置にウェブ・サイト促進者のリステイング
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を含んだサーチ結果リストを発生する。
【００２３】
本発明の好ましい実施の形態では、ウェブ・サイト促進者はサーチ用語を選択し、そして
、オンライン競争入札手続に参加することによりそのサーチ用語により生成されるサーチ
結果リスト内の位置に影響を与える。このオンライン競争入札手続は、「実績支払い」手
続として知られていて、インターネット・サーチ・エンジンと一緒に使用できる。「実績
支払い」は市場原理をインターネット上の広告に適用するものである。従来のインターネ
ット・サーチ・エンジンは、ウェブ・サイト促進者がサーチ結果内の彼等のウェブ・サイ
トの位置を容易に予測したり、又は、サーチ結果内に彼等のウェブ・サイトの記述を含ん
だ彼等の出現を保証する方法を提供していない。広告者がウェブ・サーチ用語を彼らの関
係するビジネスに目標を合わせ、そして、サーチ結果内での彼等のウェブ・サイトの記述
の位置をピンポイントできるツールは、彼等のウェブの露呈の増加を求めるビジネス及び
その他に強力な利益を提供する。さらに、競争入札手続及び発生されたウェブ・サイト紹
介数に基づいた価格は、価格構成が市場を反映し、そして、全ての予算の大きさの広告者
にとってアクセスできる。
【００２４】
手続に参加するため、ウェブ・サイト促進者などの広告者は安全なウェブ・サイトを介し
て広告者のユーザ口座にアクセスしてもよい。広告者は、広告者のウェブ・サイトに関連
するサーチ用語に入札するために口座を使用できる。各入札はサーチ用語－ウェブ・サイ
トの組合せに特有であり、そして、広告者がサーチする者がサーチ・エンジンにより生成
されたサーチ結果リスト内の広告者のハイパーリンクされたリステイングをクリックする
度に、サーチ・エンジン所有者に支払う金額に対応している。サーチする者のクリックは
、広告者のウェブ・サイトヘ送られるアクセス要求を生じ、広告者のウェブ・ページをサ
ーチする者のブラウザに送信することにより応答される。従って、位置についての広告者
への料金は、料金がサーチ・エンジンにより生成された広告者のウェブ・サイトへの紹介
数に基づいているため、受けられた利益に直接的に比例している。
【００２５】
より高い入札は、サーチ・エンジンを使用してサーチする者により入札されたサーチ用語
が入力された時、サーチ結果リスト内でより有利な位置を発生する。サーチ結果リストは
、入札額が減少する順序で配列され、最高入札に対応するサーチ・リステイングはサーチ
する者に最初に表示される。好ましくは、入札に対応する各サーチ・リステイングは支払
済みリステングとしてディスプレイ上で識別される。最も好ましくは、識別には入札額が
含まれる。これに加えて、本発明のサーチ結果リストは好ましくは従来のインターネット
・サーチ・エンジンにより生成された「無支払い」ウェブ・サイトの記述と結合され、好
ましくは、上述した数学に基づいたデータベース・サーチ・アルゴリズムに従って発生さ
れたリストを含む。支払い済み及び無支払いのリステイングの組合せは、サーチする者が
最も完全で且つ関連の有るサーチ結果を受取ることを確実にすることを助ける。最も好ま
しくは、無支払いリステイングは、入札額がゼロであると見なされ、そして支払い済み結
果の下に置かれる。
【００２６】
本発明の第１の実施の形態では、ウェブ・サイト促進者がインターネット・サーチ・エン
ジンにより生成されたサーチ結果リスト内の位置に影響を与えることができる方法及びシ
ステムを提供する。ウェブ・サイト促進者が、最初に、リストされるべきウェブ・サイト
の内容に関連のある１つ又は複数のキーワードを含むサーチ用語を選択する。ウェブ・サ
イト促進者は、他のウェブ・サイト促進者と継続したオンライン競争入札手続を通じてサ
ーチ・リストについてのランク位置に影響を与える。入札手続は、広告者が既存のサーチ
・リステイングに対して新しい入札額を入力する時又は新しいサーチ・リステイングに対
して入札額を入力する時に発生する。そして、好ましくは、促進者の入札は実時間で処理
される。この入札額は、同じサーチ用語に対する他の促進者からの全てのその他の入札額
と比較され、そして、そのサーチ用語を有する全てのサーチ・リステイングに対する新ラ
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ンク値を発生する。サーチする者によりサーチ・エンジン上の質問ボックス内にこのサー
チ用語が入力される時、このランク値は生成されたサーチ結果リスト・ページ上で促進者
のウェブ・サイト記述が表示される場所の位置を決定する。より高い入札額はより高いラ
ンク値とより有利な位置を生じ、これは好ましくはサーチ結果リスト・ページの始まりに
近い。好ましくは、競争的入札手続に使用される額は、広告者のウェブ・サイトがサーチ
・エンジンにより紹介される度にウェブ・サイト促進者がインターネット・サーチ・エン
ジン所有者に支払う金額である。最も好ましくは、この金額は、促進者のウェブ・サイト
がサーチ・エンジンにより紹介される度に促進者の口座内に維持されている口座残高から
引き落される。
【００２７】
本発明のシステム及び方法の１つの実施の形態は、ウェブ・サイト促進者のための口座を
有するデータベースを提供する。各口座は、ウェフ・サイト促進者についての連絡及び勘
定書の情報を含む。これに加えて、各口座は少なくとも１つのサーチ・リステイングを含
み、各サーチ・リステイングは５つの要素：リストされるべきウェブ・サイトの記述、ウ
ェブ・サイトのユニホーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）、１つ又は複数のキーワード
を含むサーチ用語、入札額、及びサーチ・リステイングについての題名を含む。各口座は
、促進者の支払い履歴及びユーザにより入力されたサーチ・リステイングの履歴を含んで
もよい。促進者は、安全なサーバー上の認証手続を経由して彼又は彼女の口座にログ・イ
ンする。一旦、ログ・インすると、促進者は、サーチ・リステイングを追加、削除又は修
正できる。サーチ・リステングの入札額の修正又はサーチ・リステイングの追加又は修正
の機能は、上述した競争的入札手続を開始する。全てのサーチ・リステイングの変更及び
修正は、オンライン競争的入札手続を支援するために実質的に実時間で処理される。
【００２８】
（発明の詳細な説明）
クライアント／サーバに基づいたコンピュータ・ネットワーク・システム上で、広告者な
どのサイト促進者により決定されるサーチ結果実績に対する支払いを生成するためのシス
テム及び方法が開示される。以下の説明は、当業者が本発明を実施できるために提供され
る。説明目的のため、本発明の完全な理解を与えるために特定の名称が使用される。特定
の応用の説明は例示としてのみ提供される。当業者には、好適な実施の形態のさまざま修
正が容易に理解され、そして、ここに定義された一般的な原理は本発明の範囲及び精神を
逸脱することなくその他の実施の形態と応用に適用できる。従って、本発明は、示される
実施の形態に限定される意図はなく、ここに開示される原理及び特徴と矛盾しない最も広
い範囲が与えられるべきである。
【００２９】
図を参照すると、図１は本発明の好適な実施の形態に用いられるクライアント／サーバ構
成として構成される分散システムの一例である。「クライアント」は、関連しない別のク
ラス又はグループのサービスを使用するクラス又はグループのメンバーである。インター
ネットなどのコンピュータ・ネットワークの文脈において、クライアントはサーバ・プロ
グラムとして知られる別のプロセスにより提供されるサービスを要求するプロセス（すな
わち、おおまかにプログラム又は仕事）である。クライアント・プロセスは、他のサーバ
・プログラム又はサーバ自身について詳細な動作を知る必要無く要求されたサービスを使
用する。ネットワーク・システムにおいて、クライアント・プロセスは、対応したサーバ
・プロセスを実行する別のコンピュータにより提供される共有ネットワーク資源にアクセ
スするコンピュータ上で普通実行される。しかし、クライアント・プロセスとサーバ・プ
ロセスとが同じコンピュータ上で実行されることが可能であることにも注意すべきである
。
【００３０】
「サーバ」は、典型的に、インターネットなどの通信媒体を介してアクセス可能な遠隔コ
ンピュータ・システムである。クライアント・プロセスは第２コンピュータ・システムで
活動し、複数のクライアントがサーバの情報収集能力を利用することを可能にする通信媒
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体を介してサーバ・プロセスと通信する。このように、サーバは本質的にコンピュータ・
ネットワークの情報提供として動作する。
【００３１】
従って、図１のブロック図は、複数のクライアント・コンピュータ１２、複数の広告者ウ
ェブ・サーバ１４、口座管理サーバ２２、及びサーチ・エンジンウェブ・サーバ２４を示
し、これらは全てネットワーク２０に接続されている。ネットワーク２０は、以後、一般
に、インターネットと呼ぶ。本発明のシステム及び方法はインターネットに特に有用であ
るが、クライアント・コンピュータ１２、広告者ウェブ・サーバ１４、口座管理サーバ２
２、及びサーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、いくつかの異なる形式のネットワー
クの１つを介して一緒に一緒に接続できることに理解すべきである。このようなネットワ
ークは、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、他のワイド・エリア・ネットワー
ク（ＷＡＮ）、商業情報サービスなどの電話線を介してアクセスされる地域ネットワーク
を含む。クライアント及びサーバ・プロセスは、単一のコンピュータ上で同時に実行され
る異なるプログラムさえも含むことができる。
【００３２】
クライアント・コンピュータ１２は、通常のパーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、ワーク
ステイション、又はその他のサイズのコンピュータ・システムであってよい。各クライア
ント１２は、典型的に、１つ又は複数のプロセッサ、メモリ、入力／出力装置、通常のモ
デム等のネットワーク・インターフェイスを含む。広告者ウェブ・サーバ１４、口座管理
サーバ２２、及びサーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は同様に構成できる。しかし、
広告者ウェブ・サーバ１４、口座管理サーバ２２、及びサーチ・エンジン・ウェブ・サー
バ２４は各々、別個のプライベート・ネットワークにより接続された多くのコンピュータ
を含むことができる。事実、ネットワーク２０は、何百、何千というコンピュータの個別
のネットワークを含むことができる。
【００３３】
クライアント・コンピュータ１２は、広告者サーバ１４上に記憶されたウェブ・ページ又
は記録３０を探し出すためにナビゲータ、エクスプローラ、又はモザイク・ブラウザ・プ
ログラムなどのウェブ・ブラウザ・プログラム１６を実行できる。ブラウザ・プログラム
１６は、ユーザが検索するために特定のウェブ・ページ３０のアドレスを入力することを
可能にする。これらのアドレスは、ユニホーム・リソース・ロケータ又はＵＲＬと呼ばれ
る。これに加えて、一旦、ページが検索されると、ブラウザ・プログラム１６は、ユーザ
が他のウェブ・ページへのハイパーリンク上を「クリック」する時、他のページ又は記録
へのアクセスを提供できる。このようなハイパーリンクはウェブ・ページ３０内に位置し
、そして、ユーザに別のページのＵＲＬを入力してそのページを検索する自動化された方
法を提供する。ページは、コンテンツとして単純なテキスト情報、又は、ソフトウェア・
プログラム、グラフイックス、オーディオ信号、ビデオ等のより複雑にデジタル的に符号
化されたマルチメディア・コンテンツを含んだデータ記録であってよい。
【００３４】
図１に示される本発明の好適な実施の形態において、クライアント・コンピュータ１２は
、ネットワーク２０を介して、ハイパー・テキスト・トランスファ・プロトコル（ＨＴＴ
Ｐ）により提供される機能を使用して、口座管理サーバ２２、サーチ・エンジン・サーバ
２４及び広告者サーバ１４を含むさまざまなネットワーク情報提供者と通信する。ＦＴＰ
、ＳＮＭＰ、ＴＥＬＮＥＴ及び当業者に知られているいくつかの他のプロトコルを含むそ
の他の通信プロトコルも使用できる。好ましくは、サーチ・エンジン・サーバ２４、口座
管理サーバ２２、及び広告者サーバ１４は、ワールドワイドウェブ上に位置している。
【００３５】
上述したように、本発明の好適な実施の形態では少なくとも２つのサーバを期待している
。期待される第１サーバは、コンピュータ記憶媒体３２と処理システム３４を含む口座管
理サーバ２２である。データベース３８は、口座管理サーバ２２の記憶媒体３２上に記憶
されている。データベース３８は、広告者口座情報を含む。以下の説明から理解されるよ
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うに、本発明のシステム及び方法は、口座管理サーバ２２上のメモリ又は大量記憶装置な
どのコンピュータ記憶媒体上に実行可能命令として記憶されたソフトウェア内に実現でき
る。クライアント・コンピュータ１２上で実行される通常のブラウザ・プログラム１６が
、口座管理サーバ２２上に記憶された広告者口座情報にアクセスするのに使用できる。好
ましくは、口座管理サーバ２２へのアクセスは、外部の偽造から口座情報や口座管理及び
サーチ結果配置プログラムを保護する図示しないフアイヤ・ウォールを介して達成される
。追加の安全は、セキュアＨＴＴＰ又はセキュア・ソケット・レイヤーなどの標準の通信
プロトコルへの増強を介して提供される。
【００３６】
期待される第２サーバの形式は、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４である。サーチ
・エンジン・プログラムは、ネットワーク・ユーザがサーチ・エンジン・ウェブ・サーバ
ＵＲＬ又はその他のウェブ・サーバ上のサイトにナビゲートされる際に、ワールドワイド
ウェブ上で利用可能な何百万ページの中から興味のあるページを識別するためのキーワー
ド質問を入力するという、彼等のブラウザ・プログラム１６を介してサーチ・エンジン・
ウェブ・サーバ２４へ質問を提出できる能力を与える。本発明の好適な実施の形態では、
サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、一部に少なくとも、口座管理サーバ２２によ
り行なわれた入札手続の結果によりフォーマットされ且つ得られた関係の有る項目を含ん
だサーチ結果リストを生成する。サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、クライアン
ト・コンピュータ１２でユーザにより入力されたサーチ用語に関連の有る情報を含む書類
へのハイパーテキスト・リンクのリストを生成する。サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ
は、ウェブ・ページの形式でこのリストをネットワーク・ユーザに送信し、リストはクラ
イアント・コンピュータ１２上で実行されるブラウザ１６上に表示される。サーチ・エン
ジン・ウェブ・サーバの現在好適な実施の形態は、ＵＲＬがｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｇｏ
ｔｏ．ｃｏｍ／のウェブ・ページへナビゲートすることにより見ることができる。これに
加えて、図７に表示される一例のサーチ結果リスト・ウェブ・ページが以下に詳細に説明
される。
【００３７】
サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、インターネット２０へ接続されている。本発
明の好適な実施の形態では、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、ユーザの質問に
応答してサーチ結果を生成するために使用されるサーチ・リスティング記録を含むサーチ
・データベース４０を含む。これに加えて、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、
また、口座管理サーバ２２に接続されてもよい。口座管理サーバ２２は、また、インター
ネットへ接続されてもよい。本発明の口座管理サーバ２２及びサーチ・エンジン・ウェブ
・サーバ２４は、クライアント・コンピュータ１２に位置するユーザの異なる情報需要に
応ずる。
【００３８】
例えば、クライアント・コンピュータ１２に位置するユーザの１つのクラスは広告ウェブ
・サイト促進者又は広告者ウェブ・サーバ１４上に位置する広告者ウェブ・ページ３０を
所有する者などのネットワーク情報提供者であってよい。これら広告ウェブ・サイト促進
者又は広告者は、口座管理サーバ２２上の記憶３２内に存在する口座情報へのアクセスを
欲するであろう。広告ウェブ・サイト促進者は、口座管理サーバ２２に存在する講座を通
じて、他の広告者と共に競争的入札手続に参加できる。広告者は広告者のウェブ・サイト
の内容に関連したどんな数のサーチ用語について入札できる。本発明の１つの実施の形態
では、広告者のウェブ・サイトに対する入札されたサーチ用語の関連性は、そのサーチ用
語を含むサーチ・リステイング及び広告者ウェブ・サイトＵＲＬのデータベース４０への
挿入前に、手作業の編集プロセスにより決定される。本発明の代替的な実施の形態では、
対応したウェブ・サイトに対するサーチ・リステイング内の入札されたサーチ用語の関連
性は、口座管理サーバ２２のプロセッサ３４で実行されるコンピュータ・プログラムを使
用して評価され、そこでコンピュータ・プログラムは、所定の編集規則の１組に従い、対
応するウェブ・サイトとサーチ用語を評価する。
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【００３９】
より高い入札は、広告者によるサーチ用語入札を使用したサーチを実行する時、サーチ・
エンジン２４により生成されたサーチ結果リスト上でより有利な配置を受ける。本発明の
好適な実施の形態では、広告者による入札額は、広告者のウェブ・サイトがサーチ結果リ
スト・ページ上のハイパー・リンクを経由してアクセスされる度に、広告者の口座から減
額される金額である。サーチする者がコンピュータ入力装置によるハイパーリンク上で「
クリック」をして、広告者のハイパーリンクと関連した情報の検索をする検索要求を開始
する。好ましくは、サーチ結果リスト・ハイパーリンク上の各アクセス又は「クリック」
は、「クリック」を広告者についての口座識別子と関連付けるために、サーチ・エンジン
・ウェブ・サーバ２４へと送信される。この送信動作は、サーチする者には見えることが
なく、サーチする者がサーチ結果リスト・ハイパーリンクへのクリックを使用して広告者
のＵＲＬへアクセスする前に、サーチ結果ページ内にコード化された口座識別情報にアク
セスする。この口座識別情報は、広告者口座内に検索要求イベントとしての検索要求から
の情報と共に記憶される。このメカニズムを通じて得られる情報は、従来技術で知られて
いる従来のサーバ・システム・ログを使用して可能ではない態様でもって、確定的に口座
識別子をＵＲＬと一致するため、正確な口座借り方記録を維持できる。最も好ましくは、
広告者のウェブ・サイトの記述及びサーチ結果リスト・ページ上のハイパーリンクは、広
告者のリストは支払い済みのリストであることを示す表示を伴なう。最も好ましくは、各
支払い済みリストは「広告者のコスト」を表示する。これはサーチ結果リストを経由して
広告者のサイトへの各紹介に対して、広告者により支払われる「クリック単位の価格」に
対応する額である。
【００４０】
クライアント・コンピュータ１２の第２クラスのユーザは、ウェブ上で特定の情報を求め
るサーチする者を含む。サーチする者は、彼等のブラウザ１６を介して、ウェブ・サーバ
２４上に存在するサーチ・エンジン・ウェブ・ページ３６にアクセスできる。サーチ・エ
ンジン・ウェブ・ページ３６は、サーチする者が１つ又は複数のキーワードを含むサーチ
用語を入力できる質問ボックスを含む。代替的に、サーチする者は、サーチ・エンジン・
ウェブ・サーバ２４にハイパーリンクされてそして遠隔のウェブ・サーバに記憶されたウ
ェブ・ページ上に位置する質問ボックスを経由して、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ
２４に質問できる。サーチする者がサーチ用語の入力を終えると、サーチする者は提供さ
れたハイパーリンク上をクリックすることにより、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２
４に質問を送信することができる。そして、サーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４は、
サーチ結果リスト・ページを生成して、このページをクライアント・コンピュータ１２に
おいてサーチする者へ送信する。
【００４１】
サーチする者は、対応するウェブ・ページにアクセスするために、サーチ結果ページ上の
各リストに関連したハイパーテキスト・リンクをクリックできる。ハイパーテキスト・リ
ンクは、インターネット上のどこのウェブ・ページをアクセスでき、そして、広告者・ウ
ェブ・サーバ１４上に存在する広告者ウェブ・ページへの支払い済みリストを含む。本発
明の好適な実施の形態では、サーチ結果リストはまた、広告者の入札の結果として置かれ
たものではなく、ＩＮＫＴＯＭＩ、ＬＹＣＯＳ、又は、ＹＡＨＯＯ！サーチ・エンジンな
どの従来のワールド・ワイド・ウェブ・サーチ・エンジンにより生成された無支払いリス
トも含む。無支払いハイパーテキスト・リンクはまた、編集チームにより手作業によりデ
ータベース４０内で索引付けられたリンクを含む。最も好ましくは、無支払いリストはサ
ーチ結果ページ上の支払い済み広告者リストに続く。
【００４２】
図２は、従来のブラウザ・プログラム１６を介して、口座管理サーバ２２にアクセスする
広告者に提示されるメニュー、表示スクリーン、及び入力スクリーンを示す図である。図
１のブラウザ・プログラム内に口座管理サーバ２２のＵＲＬを入力した際、広告者はサー
バ２２の処理システム３４上で実行される後述の図２のスクリーン１１０に示されるよう
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なログイン・アプリケーションを呼出す。一旦、広告者がログインすると、処理システム
３４はいくつかの選択と広告者のためのさらなるサービスを有するメニュー１２０を提示
する。以下に詳細に説明するように、これらの項目は広告者の要求を実行するためか又は
広告者の要求を実行する前に更なる情報を要求するために、呼出されるべきルーチンを生
ずる。本発明の１つの実施の形態では、広告者は、メニュー１２０を通じて、顧客サービ
スの要求１３０、広告者ポリシイの表示１４０、口座管理仕事の実行１５０、広告者の口
座へのお金の追加１６０、サーチ・エンジン上の口座の広告の出現の管理（マネージメン
ト）１７０、及び活動レポートの表示１８０を含むいくつかの選択にアクセスできる。文
脈特有ヘルプ１９０も、一般に、メニュー１２０及び上記の全ての選択において利用可能
である。
【００４３】
図３及び図４には、２つの形式のユーザのための本発明の好適な実施の形態のログイン手
順が示されている。図３には、広告者のためのログイン手順２７０が示されている。図４
には、本発明のシステム及び方法を維持及び管理する管理者のためのログイン手順２９０
を示す。上述したように、クライアント・コンピュータ１２の広告者又は管理者は口座管
理サーバにアクセスするためにステップ２７１又は２９１において、最初にブラウザ・プ
ログラムを使用しなければならない。広告者がステップ２７２又は２９２でログイン手続
を開始するためにログイン・ページのＵＲＬへナビゲートした後、口座管理サーバ２２の
処理システム３４は、ステップ２７４又は２９４でログイン・アプリケーションを呼出す
。このアプリケーションによると、プロセッサは広告者又は管理者のユーザ名前とパスワ
ードを要求する入力スクリーン１１０（図２）を提示する。これらの情報項目は、ステッ
プ２７６又は２９６で、口座管理サーバ２２の記憶３２内に記憶されたデータベース内に
記憶された口座情報に基づいて認証手続のため、業界で既知の安全アプリケーションへ提
供される。
【００４４】
図３によると、ユーザが広告者として認証された後に、広告者には図２のメニュ・スクリ
ーン１２０及びステップ２７８で示されるような対応する広告者口座のみに限定された読
み／書きアクセス特権が与えられる。広告者ログイン・イベント２７８は、ステップ２８
０で、データベース内の広告者の口座記録の一部として監査追跡データ構造内にも記録さ
れる。監査追跡は好ましくはデータベース３８内に一続きの記入として実現され、各記入
は広告者の口座記録がアクセスされたイベントに対応している。好ましくは、口座記録に
ついての監査追跡情報は口座所有者及び他の適当な管理者が見ることができる。
【００４５】
一方、もしユーザが図４のステップ２９５において管理者として認証された場合、管理者
はステップ２９６に示すように全ての広告者口座にアクセスできる特別の管理特権が与え
られる。管理者ログイン・イベント２９６は、ステップ２９７において、管理者口座記録
の監査追跡データ構造部分内に記録される。この監査追跡は好ましくは、データベース３
８内の一続きの記入として実現され、各記入は管理者の口座記録がアクセスされるイベン
トに対応する。最も好ましくは、管理者の監査追跡情報は、口座所有者及び他の適当な管
理者により見ることができる。
【００４６】
さらに、ステップ２８２で認証された広告者ユーザに表示された一般広告者主メニューの
代わりに、認証された管理者にはステップ２９８で広告者口座のデータベース３８を探索
するためにアクセスが与えられる。好ましくは、データベース探索インターフエイスは、
管理者が監視すべき広告者の口座を選択することができるように管理者に与えられる。例
えば、インターフエイスは、管理者がアクセスしたいと欲する口座に対応した口座番号、
又は、ユーザ名前、又は、連絡名前を管理者が入力する質問ボックスを含む。管理者がス
テップ２９９で監視する広告者の口座を選択すると、管理者は広告者にも見ることができ
る図２の主広告者ページ１２０へ移動される。
【００４７】
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口座管理サーバに存在する口座情報へのアクセスは、システム上で口座記録を有するユー
ザに制限されていて、これらユーザのみに有効なログイン名前とパスワードが提供される
。パスワードとログイン名前情報は、図１に示すように、口座管理サーバ２２のデータベ
ース３８内のユーザの他の口座情報と共に記憶される。ログイン・ユーザ名前及びパスワ
ードを含む口座情報は、本発明の範囲外の別個のオンライン登録手続を介して図１のデー
タベース３８内に入力される。
【００４８】
図５は、データベース内の各広告者口座記録３００内に含まれる情報のタイプを示す。第
１に、広告者口座記録３００は、上述したオンライン認証に使用されるユーザ名前３０２
とパスワード３０４を含む。口座記録３００はまた、連絡情報３１０を含む（例えば、連
絡先名前、会社名、住所、電話番号、ｅメール・アドレス）。
【００４９】
連絡情報３１０は、好ましくは、以下に説明する通知選択の下で、広告者が重要な広告者
イベントの通知を要求する時に、広告者への直接の通信に使用される。口座記録３００は
また、勘定書情報３２０（例えば、現在の残高、クジットカード情報）も含む。勘定書情
報３２０は、広告者が広告者の口座にお金を追加する選択をした時、アクセスされたデー
タを含む。これに加えて、現在の残高などのある勘定書情報は、通知選択の下で、通知を
要求するイベントを開始してもよい。口座記録３００の監査追跡選択３２５は、口座記録
３００がアクセスされた全てのイベントのリストを含む。広告者又は管理者により、口座
記録３００がアクセス又は修正される度に、口座アクセス及び／又は修正イベントを記述
した短い記入が、イベントを開始した広告者又は管理者の監査追跡部分３３０に付加され
る。そして、監査追跡情報は口座の下で口座所有者により行なわれた取引履歴の生成を助
けるために使用される。
【００５０】
広告情報部分３３０は、本発明のオンライン入札手続を行なうために必要な情報を含み、
ここでウェブ・サイト記述及びサーチ・エンジンにより生成されたサーチ結果リスト内の
ハイパーリンクのための位置が決定される。各ユーザ口座３００に対する広告データ３３
０は、ゼロ又はそれ以上の副口座３４０として編成される。各副口座３４０は、少なくと
も１つのサーチ・リステイング３４４を含む。各サーチ・リステイングはサーチ用語に関
する入札に対応する。広告者は、複数のサーチ用語についての複数の入札を編成するため
、又は、複数のウェブ・サイトに対する入札を編成するために副口座を使用できる。副口
座は特に、目標の市場部分の成績を追跡することを求める広告者にとり有用である。副口
座の超構成は、彼等の広告努力を組織化することを求める広告者の利益のために導入され
、本発明の動作方法には影響を与えない。代替的に、広告情報部分は副口座の追加の編成
層を含む必要がなく、単純に、１つ又は複数のサーチ・リステイングを含む。
【００５１】
サーチ・リステイング３４４は、サーチ用語／入札の対に対応し、そして、オンライン競
争入札手続を行なうための重要な情報を含む。好ましくは、各サーチ・リステイングは、
以下の情報を含む：サーチ用語３５２、ウェブ・サイト記述３５４、ＵＲＬ３５６、入札
額３５８、及び題名３６０。サーチ用語３５２は、英語（又はその他の言語）で普通な語
である１つ又は複数のキーワードを含む。各キーワードは文字列を含む。サーチ用語は競
争オンライン入札手続の対象である。広告者は、広告者のウェブ・サイトの内容に関係の
有るサーチ用語を入札のために選択する。あまり普通でないサーチ用語も入札のために関
連のサーチ用語を包括的にカバーすることを保証するために選択されるけれども、理想的
には、広告者は広告者のウェブ・サイト上の情報を求めるサーチする者により入力される
可能性のある用語に合ったサーチ用語を選択する。
【００５２】
ウェブ・サイト記述３５４は、広告者のウェブ・サイトの内容の短い文章の説明であり（
好ましくは、１９０文字未満）、サーチ結果リスト内の広告者の項目の一部として表示で
きる。サーチ・リステイング３４４はまた、サーチ結果リスト内の広告者項目へのハイパ
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ーリンクされたヘッデイングとして表示されるウェブ・サイトの題名３６０を含むことが
できる。ＵＲＬ３５６は、広告者のウェブ・サイトのユニホーム・リソース・ロケータを
含む。ユーザが広告者のサーチ結果リスト項目内に提供されたハイパーリンクをクリック
する時、ＵＲＬがブラウザ・プログラムに与えられる。そして、ブラウザ・プログラムは
、上述した送信機構を介して広告者のウェブ・サイトにアクセスする。ＵＲＬは、サーチ
結果リスト内の広告者の項目の一部として表示してもよい。
【００５３】
入札額３５８は好ましくは、リストのための広告者により入札された金額である。この金
額は、ユーザにより対応するサーチ用語についてサーチが実行されて且つサーチ結果リス
トのハイパーリンクがサーチする者を広告者のウェブ・サイトへ紹介するために使用され
る度に広告者の予め支払われた口座から減額され、又は、請求のために広告者の口座に対
して記録される。最後に、ランク値は、広告者が入札をする又はサーチをサーチ質問に入
力する度、好ましくは、図１に示される口座管理サーバ２２の処理システム３４により、
動的に発生される値で有る。広告者のサーチ・リステイングのランク値は、対応するサー
チ用語にサーチが実行された時に生成されたサーチ結果リスト内の広告者の項目の配置の
位置を決定する。好ましくは、ランク値は入札額３５８に直接関係して決定される順序値
である。より高い入札額は、より高いランク値とサーチ結果リスト上の配置位置において
より有利さを得る。最も好ましくは、ランク値１は、最高のビット額に割当てられ、引き
続くより高い順序値（例えば、２、３、４、．．．）は引き続くより低いランク値に関連
し、引き続くより低い入札額に割当てられる。
【００５４】
一旦、ログインすると、広告者は、規則のリスト及び広告者のポリシーの表示や顧客サー
ビス補助要求を含む、図２のメニュー１２０に示されたいくつかの簡単な仕事を実行でき
る。これらの項目は要求を実行するためにルーチンを呼出す。例えば、「顧客サービス」
が選択された時、入力スクリーン１３０が表示されて、広告者が要求された顧客サービス
のタイプを選択することを可能にする。これに加えて、広告者がウェブに基づいた入力形
式に顧客コメントを入力できるように、フォームがスクリーン１３０上に提示される。
【００５５】
「広告者ポリシーの表示」を選択した時、ルーチンが図１の口座管理サーバ２２の処理シ
ステム３４により呼出される。図２に示すように、ルーチンはウェフ・ページ情報１４０
を表示する。ウェブ・ページ１４０は現在有効な広告者ポリシーを説明する（例えば、「
全てのサーチ・リステイング記述は明白にサーチ用語と関係しなければならない」）。
【００５６】
図２のメニュー１２０はまた、広告者が、とりわけ、広告者の連絡情報及び勘定書情報を
見ることができ且つ変更でき、そして、もし有るならば、広告者のアクセス・プロフアイ
ルを更新できる「口座管理仕事」選択１５０を含む。業界では周知のウェブに基づいたフ
ォーム及び上述したのと同様なものが、口座情報を更新するために提供される。
【００５７】
「口座管理」メニューはまた、広告者が広告者の口座の取引履歴を見ることができる選択
を含む。「取引履歴を見る」選択の下では、広告者は過去の口座の取引（例えば、口座へ
のお金の追加、入札されたサーチ用語の追加又は削除、又は、入札額の変更）のリストを
見るためのルーチンを呼出すことができる。広告者が特定のタイプの取引の履歴、又は、
特定の時間内に発生した取引の履歴を見ることができるための追加のルーチンを実行して
もよい。取引情報は、上記の図５の監査追跡リスト３２５から得ることができる。広告者
がこのような制限を指定するために、業界では既知のソフトウェア、ウェブに基づいたフ
ォーム、及び／又はメニュー内に実現できるクリック可能なボタンが提供できる。
【００５８】
これに加えて、図２の「口座管理仕事」メニュー１５０は、広告者が通知選択を設定する
ことが可能な選択を含む。この選択の下では、広告者はシステムがある重要なイベントが
発生した時に広告者に知らせるようにするオプションを選択できる。例えば、広告者は広
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告者の口座の残高が指定されたレベル以下に落ちた時に広告者に通常の電子メール・メッ
セージをシステムが送信する選択を設定することができる。この方法で、広告者が口座が
中止（広告者のリステイングがサーチ結果リスト内に出現しなくなることを意味する）さ
れる前に、口座に入金する「警告」を受取ることができる。広告者が通知を欲する別の重
要なイベントは、特定のサーチ用語について生成されるサーチ結果リスト内の広告者のリ
ストの位置の変化である。例えば、広告者は特定のサーチ用語について別の広告者により
入札が負けた場合（以前よりも、広告者のリストがサーチ結果リスト上でずっと下の位置
で表れることを意味する）、システムが通常の電子メール・メッセージを広告者に送信す
ることを欲するであろう。システムが指定した重要なイベントの１つが発生した時、デー
タベース・サーチが各影響を受けたサーチ・リステイングを探すために開始される。そし
て、システムは広告者の口座に指定された通知選択に従い、適当な通知ルーチンを実行す
る。
【００５９】
図２を再び参照すると、広告者がサーチ結果ページを通じての広告者サイトへの紹介に対
して支払うために彼等の口座内に資金を持つように、広告者が広告者の口座にお金を追加
することを可能にする選択が、メニュー１２０内に表示されている。好ましくは、広告者
の口座内に資金を有する広告者のみが、生成されたどんなサーチ結果リスト内に彼等の支
払い済みリステイングを含ませることができる。最も好ましくは、選ばれたビジネス基準
を満足する広告者は、常に黒字の口座残高を維持する代りに、口座残高に関係無く口座料
金を発生させて、そして、規則的間隔で、サーチ・エンジンにより生成された広告者のサ
イトへの現実の紹介により発生される料金を反映した請求金額を支払うことを選択できる
。「口座へお金を追加」選択が呼出された時に実行されるプロセスが、ステップ６０２で
開始される図６に詳細に示されている。ステップ６０４で「口座にお金を追加」選択がク
リックされた時、広告者を識別するデータを受取り、そして、データベースから広告者の
口座を検索する機能が呼出される。実行されるプロセスは、広告者のデフォルトの勘定書
情報を記憶し、そして、ステップ６０６で広告者のためにデフォルトの勘定書情報を表示
する。表示された勘定書情報は、追加されるべきデフォルトの金額、デフォルトの支払い
タイプ、及び、デフォルトの手段を含む。
【００６０】
本発明の好適な実施の形態では、その他の支払いタイプの使用も確実に本発明の範囲内で
あるけれども、広告者はクレジット・カードを使用して実質的に実時間で資金をオンライ
ンで追加できる。例えば、本発明の代替的な実施の形態では、広告者は、ジフォードへの
米国特許第５，７２４，４２４号に開示されているのと同様な方法で、デビット・カード
などの業界で既知の電子資金認証メカニズムを介して広告者の銀行口座から所望の金額を
転送することにより資金を彼等の口座に追加できる。本発明の別の代替的な実施の形態で
は、広告者は通常の紙に基づいた小切手を使用して彼等の口座に資金を追加できる。この
場合、追加の資金は口座記録データベース内に手作業の入力で更新できる。手段情報は支
払いタイプについてのさらなる詳細を含む。例えば、クレジット・カードについては、手
段情報は、クレジット・カードの名前のデータ（例えば、マスターカード、ビザ、又はア
メリカン・エキスプレス）、クレジット・カード番号、クレジット・カードの有効期限、
及びクレジット・カードの勘定書情報（例えば、請求書の名前と住所）を含む。本発明の
好適な実施の形態では、安全目的のために広告者には部分的なクレジット・カード番号の
みが表示される。
【００６１】
広告者に表示されるデフォルト値は、例えば、口座データベースに記憶されている永続的
状態から得られる。本発明の１つの実施の形態では、記憶された勘定書情報値は、最後に
（例えば、最近に）広告者の口座についてお金を追加するプロセスを呼出して完了した時
に広告者により設定された値を含んでも良い。デフォルト勘定書情報は、広告者にウェブ
に基づいたフォームで表示される。広告者は、ウェブに基づいたフォーム上の適当なテキ
スト入力ボックスをクリックして、デフォルト勘定書情報を変更できる。広告者が変更を
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完了した後、広告者はフォームに設けられたハイパーリンクされた「提出」ボタンをクリ
ックして、ステップ６０８で、システムが勘定書情報と現在の残高を更新することを要求
できる。一旦、広告者が更新を要求すると、ステップ６１０で、広告者により提供された
勘定書情報を確認して、確認のために広告者に再表示する機能がシステムにより呼出され
る。確認勘定書情報は読取り専用形式で表示されて、広告者は変更できない。
【００６２】
確認ステップは次の通り機能する。もし、支払いが広告者の外部口座から借り方記入され
る場合、支払いはジフォードへの米国特許第５，７２４，４２４号に開示されるシステム
を使用して認証、承認及び完了される。しかし、もし、支払いタイプがクレジット・カー
ドである場合、ステイン等の米国特許第５，８３６，２４１号に開示されるような方法を
使用してクレジット・カード番号を確認する確認アルゴリズムが呼出される。また、確認
アルゴリズムは、現在のシステムの日付と時間とを簡単に比較することにより有効期間を
確認する。これに加えて、機能は広告者による確認の前に新しい値を一時的インスタンス
内に記憶する。
【００６３】
一旦、広告者が表示されたデータが正しいと確認すると、ステップ６１２で、広告者はペ
ージに設けられた「確認」ボタンをクリックして口座が更新されるべきことを指示する。
ステップ６１２で、お金を適当な口座残高に追加し、広告者の勘定書情報を更新し、そし
て勘定書情報を広告者の支払い履歴に付加する機能がシステムにより呼出される。広告者
の更新された勘定書情報は一時的インスタンスから永続的状態（例えば、口座記録データ
ベース）に記憶される。
【００６４】
ステップ６１２で呼出された機能内で、ステップ６１４でクレジット・カード支払い機能
がシステムにより呼出されることができる。本発明の代替的な実施の形態において、デビ
ット・カード支払いなどの他の支払い機能が支払いタイプの更新された値に依存して複数
の支払いタイプを定義することにより呼出すことができる。
【００６５】
もし、支払いタイプがクレジット・カードの場合、ステップ６１０でユーザのクレジット
・カードは既に確認されているから、ユーザの口座はステップ６１６で即座に信用される
。追加金額取引状態を示すスクリーンが表示されて、取引番号及び新しい現在残高が示さ
れ、直前に終了したクレジット・カード取引により追加された額を反映する。
【００６６】
本発明の代替的な実施の形態では、お金が口座に追加された後、口座に追加された金額は
、ステップ６１６での追加金額プロセスの終わりで、副口座間で割当てられてもよい。も
し、広告者が副口座を持たなければ、口座内の全てのお金は、一般的割当てである。しか
し、広告者が複数の副口座を有する場合、システムは広告者に「お金を副口座間で割当て
」という確認とデフォルトのメッセージ促進を表示する。
【００６７】
「お金を副口座間で割当て」のメニュー選択は、図６のステップ６１６後にお金が広告者
の口座に追加された時に呼出され、又は、図２に示される「口座管理（マネージメント）
」メニュー１７０内で呼出される。「口座管理（マネージメント）」メニュー１７０は、
図２に示すように、広告者主ページ１２０からアクセス可能である。この「副口座間でお
金を割当て」のメニュー選択は、広告者が広告者の副口座間で広告者の口座の現在及び未
決の残高を割当てることを可能にする。そして、システムは副口座の残高を更新する。現
在残高の割当ては実時間で行なわれるが、未決残高の割当ては永続的状態に記憶される。
未決残高の支払いが処理される時にルーチンが呼出されて、未決残高の割当てを反映する
ために副口座残高を更新する。もし要求されると、自動通知がその時点で広告者に送信さ
れる。この直観オンライン口座管理及び割当ては広告者が彼らのオンライン広告予算を素
早く且つ効率的に管理することを可能にする。広告者は、全てを一度に容易なウェブに基
づいたセッションで彼等の口座に資金を満たして彼等の予算を割当てることができる。コ
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ンピュータに基づいた実行は、時間の浪費と、広告者の口座取引の高コストの手作業入力
をなくする。
【００６８】
「副口座間でお金を割当て」ルーチンは、広告者が上記した実行ポイントで適当なメニュ
ー選択を呼び出すことによりお金を割当てる意図を示す時に開始する。広告者が割当ての
意図を示す時、システムにより広告者の副口座に割当てられていない未決の資金が現在の
残高（すなわち、非活動口座クレジット）にあるかどうかを決定するために機能が呼出さ
れ、そして、残高選択オプションを表示する。本発明の好適な実施の形態では、口座イン
スタンスが生成され、そして、未決の現在残高口座フイールドが永続的状態から設定され
る。
【００６９】
もし、割当てられていない未決の資金があれば、システムは各副口座についての残高及び
その口座についての現在利用可能な残高を表示する。そして、広告者は現在利用可能な残
高を副口座間で分配し、残高を更新する要求を提出する。機能が呼出されて副口座残高に
対する現在の稼動総額が計算されて表示される。現在の稼動総額は一時的変数内に記憶さ
れて、指定された広告者の全副口座についての現在残高の合計に設定される。また、機能
は、総額が承認された額を越えないことを確実にするために新しい利用可能な副口座残高
を確認する。もし、新しく広告者が設定した利用可能な副口座残高が承認された額を越え
なければ、機能が呼出されて全ての副口座残高を永続的状態に更新して、その更新を読出
し専用フォーマットで表示する。
【００７０】
もし、現在の口座残高に未決の資金があると、未決の資金は現在の利用可能残高から別個
に割当てられなければならない。資金が受領された時、未決の資金は利用可能な現在残高
に加えられる。従って、機能は広告者に未決資金の割当て又は利用可能な資金の割当てを
選択することを促す必要がある。未決資金割当て選択は上記の利用可能な資金の割当て選
択と同じ方法で作用する。広告者が未決資金の割当てを選択した後、ルーチンが呼出され
てその口座と副口座についての現在未決残高を表示する。広告者は未決の副口座残高を広
告間で分配して、残高を更新する要求を提出する。機能が呼出されて、未決の副口座残高
についての現在稼動総額を計算して表示する。この機能はまた、割当てが承認額を越えな
いことを確実にするため新しい未決の副口座割当てを確認する。未決の割当ての現在稼動
総額はその広告者についての全ての副口座の現在未決の残高の和に設定される。もし、新
しくユーザが設定した未決副口座残高又はそのような残高の総額が承認額を越えない場合
、機能は全ての未決の副口座割当てを永久的状態、例えば、データベース内の広告者の口
座、に更新し、そして、その更新を読出し専用フォーマットで表示する。
【００７１】
図２に示され且つ上述したように、口座管理（マネージメント）メニュー１７０を表示す
るルーチンは、広告者の主メニュー１２０から呼出される。上述した「お金を副口座間で
割当てる」の他、残りの選択は全てある程度データベース上の広告者の口座に存在するサ
ーチ・リステイングを使用し、そして、サーチ結果リスト内の広告者の項目に影響を与え
る。従って、ここでサーチ・エンジンにより生成されたサーチ結果リストのさらなる説明
が必要である。
【００７２】
遠隔のサーチする者がサーチ・エンジン・ウェブ・サーバ２４上のサーチ質問ページにア
クセスして上記した手順に従いサーチ要求を実行する時、サーチ・エンジン・ウェブ・サ
ーバ２４は好ましくはサーチ結果リストを生成して表示する。ここで、サーチ結果リスト
内の各サーチ・リステイングのサーチ用語フイールド内の「基準化された」項目は正確に
遠隔のサーチする者により入力された基準化されたサーチ用語質問と一致する。質問に使
用されるサーチ用語とサーチ・リステイングの基準化は、関係有る結果を生成するために
、大文字や複数形などのサーチする者とウェブ・サイト促進者により入力されるサーチ用
語の普通の不規則性を除去する。しかし、サーチ・リステイングのサーチ用語フイールド
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と遠隔のサーチする者より入力されるサーチ用語質問との間の一致の決定の代替的なスキ
ームは、本発明の範囲内である。例えば、業界で知られている文字列一致アルゴリズムは
、サーチ・リステイングのサーチ用語とサーチ用語質問のキーワードが同じ根を持つが正
確には同じではない場合（例えば、コンピューテイング対コンピュータ）、一致を生成す
るために使用できる。代替的に、同意語の類語データベースがサーチ・エンジン・ウェブ
・サーバ２４に記憶されて、同意語を有するサーチ用語のために一致を発生できる。局地
化方法もあるサーチを洗練するために使用される。例えば、「パン屋」又は「食料品店」
のサーチは選択された市、ｚｉｐコード、又は、電話番号地域コード内の広告者に限定す
ることができる。この情報は、口座管理サーバ２２上の記憶３２内に記憶されている広告
者の口座データベースの相互参照を通じて得ることができる。最後に、国際化方法が米国
外のユーザのためのサーチを洗練するために使用できる。例えば、国又は言語特有サーチ
結果は広告者口座データベースの相互参照により生成できる。
【００７３】
図７には、本発明の実施の形態で使用されるサーチ結果リストの表示例が示されている。
これは用語「ｚｉｐ　ｄｒｉｖｅｓ」のサーチから得られた最初の幾つかの項目である。
図７に示すように、サーチ結果リスト内の項目７１０ａなどの１つの項目は、好ましくは
、題名と短い文章の記述とサーチする者によりクリックされる時にサーチする者のブラウ
ザを記述されたウェブ・サイトが存在するＵＲＬへ向かわせるハイパーリンク７３０とを
含んだウェブ・サイトの記述７２０から成る。図７に示すように、ＵＲＬ７４０もサーチ
結果リスト項目７１０ａ内に表示される。サーチ結果項目の「クリック通過」は、図７の
サーチ結果項目表示７１０を見ている遠隔のサーチする者がサーチ結果項目表示７１０の
ハイパーリンク７３０上を選択し又は「クリック」する時、発生する。「クリック通過」
が完了するためには、サーチする者のクリックは口座管理サーバに記録されてそして上述
した再送信メカニズムを経由して広告者のＵＲＬへ再送信される。
【００７４】
サーチ結果リスト項目７１０ａ－７１０ｈはまた、広告者のサーチ・リステイングのラン
ク値を示すことができる。ランク値は順序値であり、好ましくは、図１の処理システム３
４によりサーチ・リステイングへ発生された割当てられた数である。好ましくは、ランク
値はサーチ・リステイングのサーチ用語と入札額とランクとの間の関連を設定するソフト
ウェアにより実行されるプロセスを通じて割当てられる。このプロセスは、特定のサーチ
用語と一致する全てのサーチ・リステイングを集め、サーチ・リステイングを最高の入札
額から最低の入札額までの順序で分類し、そして各サーチ・リステイングに順番にランク
値を割当てる。最高の入札額は最高のランク値を受ける。次に高いビット額は次に高いラ
ンク値を受ける。このようにして最低のランク値を受ける最低の入札額へ進む。最も好ま
しくは、最高ランク値は１であり、連続して増加する順序値（例えば、２、３、４．．．
）が連続して減少するランクの順序で割当てられる。図７にはランク値と入札額の相関関
係が示されていて、各支払い済みのサーチ・リスト項目７１０ａ乃至７１０ｆはその項目
についての広告者の入札額７５０ａ乃至７５０ｆを表示する。好ましくは、もし、２つの
サーチ・リステイングが同じサーチ用語を有し且つ同じ入札額を有する場合、時間的に早
く受けられた入札がより高いランク値を割当てられる。無支払いリステイング７１０ｇ及
び７１０ｈは入札額を表示せず、最低ランクの支払い済みリステイングの次に表示される
。好ましくは、無支払いのリステイングはもし各サーチ結果ページ内の４０スロットを満
たすためにリステイングの数が不十分である場合に表示される。無支払いリステイングは
、業界で知られているテキスト・サーチング・アルゴリズム及び目的分散データベースを
使用したサーチ・エンジンにより生成される。このようなサーチ・エンジンの一例はイン
クトミ・コーポレイションにより運転されている。遠隔のサーチする者により入力された
元のサーチ質問は従来のサーチ・エンジンにより無支払いリステイングを生成するために
使用される。
【００７５】
図２の広告管理メニュー１７０に示されるように、サーチ・リステイングを管理するため
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にいくつかの選択が広告者に与えられている。最初に、「入札変更」選択では、広告者は
現在口座にあるサーチ・リステイングの入札を変更できる。図８に入札変更機能のために
システムにより呼出されるプロセスが示される。広告者が「入札変更」メニュー選択を選
択することにより入札を変更する意図を示した後、ステップ８１０に示すように、システ
ムはデータベース内のユーザの口座をサーチして広告者の口座内のデフォルトの副口座又
は全体の口座に対するサーチ・リステイングを表示する。サーチ・リステイングは広告者
により定義される副口座にグループ化されて、１つ又は複数のサーチ・リステイングを含
んでもよい。一度に１つの副口座だけが表示される。ステップ８１５に示すように、表示
は好ましくは選択された副口座を広告者が変更することを可能にする。ステップ８２０に
表示するように、スクリーン表示は選択された副口座に対してサーチ・リステイングを表
示する。
【００７６】
図９に、ステップ８１０で広告者に示されるスクリーン表示の例が示されていて、以下に
説明する。入札を変更するため、広告者は広告者が既に既存の入札を有するサーチ用語に
対して新しい入札をそのサーチ用語に対する新入札入力フイールドに新入札額を入力する
ことにより指定する。上述したように、広告者が入力した入札の変更は図８のステップ８
２０で広告者に表示される。表示ページに対するビッドを更新するために、図８のステッ
プ８３０で、広告者は変更の結果を更新することを要求する。広告者はこのような要求を
ボタン図形をクリックすることを含むさまざまな手段で口座管理サーバに送信できる。
【００７７】
図８のステップ８４０に示すように、広告者の入札を更新するための要求を受取ると、シ
ステムは表示された各サーチ・リステイングに対して新しい現在の入札額、ランク値、及
びサーチ用語フイールドに一致する最高ランクのサーチ・リステイングになるのに必要な
入札額を計算する。好ましくは、ステップ８５０において、変更の表示をする。ユーザが
変更を確認した後、システムは変更をデータベースの口座に書込むことにより、永久的状
態を更新する。
【００７８】
サーチ・リステイング・データは表形式で表示され、各サーチ・リステイングは表９００
の１行に対応する。サーチ用語９０２は、左端の列に表示され、続いて現在入札額９０４
、及びサーチ・リステイングの現在ランク９０６が表示される。現在ランクの次には、表
示されたサーチ用語に対する最高ランクのサーチ・リステイングになるのに必要な入札額
として定義される「一番になるための入札」９０７と題が付けられた列が示される。各行
の右端の列には始めは現在の入札額が設定された新しい入札入力フイールドを有する。
【００７９】
図９に示すように、サーチ・リステイングは「副口座」として表示されてもよい。各副口
座は１つのサーチ・リステイング・グループを含み、１つの広告者の口座内には複数の副
口座が存在する。各副口座は別個のページを有する別個の表示ページ上に表示できる。広
告者は好ましくは図９の表示に示されるプルダウン・メニュー９１０を操作することによ
り表示されている副口座を変更できる。これに加えて、１つのページに完全に表示できな
いサーチ・リステイングのグループは、プルダウン・メニュー９２０の操作により個別に
見ることができるページに分割できる。再度、図９の表示ページ上に位置するプルダウン
・メニュー９２０を直接クリックすることにより、広告者は好ましくは表示されているペ
ージを変更できる。広告者は、サーチ・リステイングに対して新しい入札入力フイールド
９０８内に新しいビット額を入力することにより表示されているサーチ・リステイングに
対して新しい入札を指定できる。広告者入力変更の結果を更新するため、広告者はボタン
図形９１２をクリックして口座管理サーバに更新要求を送信し、上記したように入札を更
新する。
【００８０】
図２の「口座管理」メニュー内にリストされた他の多くの選択は、上記した「入札変更」
の変形として機能する。例えば、広告者が「ランク位置変更」オプションを選択すると、
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広告者に「入札変更」機能で使用された図９の表示と類似した表示が提示される。しかし
、「ランク位置変更」選択においては、「新しい入札」フイールドは「新しいランク」フ
イールドにより置換えられて、広告者がサーチ用語に対して新しい所望のランク位置を入
力する。広告者がランクを更新することを要求した後、システムは当業者には容易に利用
可能なさまざまなアルゴリズムのどれかにより新しいビッド価格を計算する。例えば、シ
ステムは所望のランク／サーチ用語組合せを有するサーチ・データベース内のサーチ・リ
ステイングを探し出すルーチンを呼び出し、前記組合せの関連した入札額を検索し、そし
て、Ｎセントより高い入札額を計算する。ここで、例えば、Ｎ＝１である。システムが新
しいビット価格を計算して広告者に読出し専用確認表示を提示した後、システムは広告者
から承認を受け取った際に入札価格とランク値を更新する。
【００８１】
また、図２の口座管理メニュー１７０上の「リステイング要素の修正」選択は、図９の形
式と類似の表示を発生する。広告者が「リステイング要素の修正」オプションを選択する
時、広告者はＵＲＬ、題名、又は、サーチ・リステイングの記述の変更を各サーチ・リス
テイングについて設定されたウェブに基づいたフォームを介して入力できる。上述したプ
ロセスと同様に、ＵＲＬ、題名及び記述のフイールドのフォームは最初にデフォルト値と
して古いＵＲＬ、題名及び記述を含む。広告者が所望の変更を入力した後、広告者はシス
テムに変更を更新するための要求を送信できる。そして、システムは読出し専用確認スク
リーンを表示し、広告者が変更を承認した後に永久的状態（例えば、ユーザ口座データベ
ース）に変更を書込む。
【００８２】
上述したのと類似のプロセスが、例えば、入札されたサーチ用語に関連した一致オプショ
ンを変更するために実現できる。変更により要求される入札及びランクのどんな再計算も
上述したプロセスと類似の方法で決定できる。
【００８３】
「入札されたサーチ用語の削除」選択では、システムが広告者の口座内の全てのサーチ・
リステイングを検索して、図９の表示に類似した形式でサーチ・リステイングを編成して
表示する。各サーチ・リステイング項目は新しい入札フイールドの代りに広告者がクリッ
ク・オンするためのチェック・ボックスを含む。そして、広告者は削除されるべき各サー
チ用語の隣りにチェック（ｘ）印を置くためにクリックする。ウェブ・ページ上のリスト
から１つ又は複数の項目を選択するために業界に知られているその他のどんな手段も使用
できる。広告者が削除すべき全てのサーチ・リステイングを選択して、システムに変更を
更新することを要求した後、好ましくはシステムは要求された変更の読出し専用確認を提
示して、広告者が変更を承認した後においてのみ広告者の口座を更新する。「削除」され
たサーチ・リステイングはサーチ・データベース３６から削除されて、以後のサーチには
出現しない。しかし、サーチ・リステイングは勘定及び口座活動監視目的のために広告者
の口座記録の一部としてとどまる。
【００８４】
「入札サーチ用語追加」は選択では、システムは広告者にサーチ・リステイングの要素に
対応した幾つかの入力フイールドを有する表示を提示する。そして、広告者は各フイール
ドにサーチ用語、ウェブ・サイトＵＲＬ、ウェブ・サイト題名、ウェブ・サイト記述及び
入札額をその他の関連情報と共に含むそれぞれのサーチ・リステイング要素に対応した情
報を入力する。広告者がデータ入力を完了してシステムに指示した後、システムは広告者
に読出し専用確認スクリーンを戻す。そして、システムは広告者からの承認を受取る再に
新しいサーチ・リステイング・インスタンスを生成して、口座データベース及びサーチ・
データベース内にそれを書き込む。
【００８５】
好ましくは、図２の「口座管理（マネージメント）」メニュー１７０は広告者に「入札さ
れたサーチ用語についての示唆を得る」選択を与える。この場合、広告者は入札されたサ
ーチ用語を広告社に表示されたフォーム駆動質問ボックスに入力する。システムは広告者

10

20

30

40

50

(23) JP 3676999 B2 2005.7.27



により入力されたサーチ用語を読み、そして、広告者のウェブ・サイトの内容と関連の有
るサーチ用語を探し出すことを助けるために追加の関連の有るサーチ用語のリストを生成
する。好ましくは、追加のサーチ用語は入札されたサーチ用語のデータベースに適用され
る文字列一致アルゴリズム及び／又はソフトウェアで実行される類語データベースなどの
方法を使用して生成される。広告者はシステムにより生成されたリストから入札するため
にサーチ用語を選択できる。この場合、システムは選択された各サーチ用語に対するサー
チ・リステイングを入力するためのフォームと共に「入札サーチ用語追加」選択のために
上述した入力フイールドを広告者に表示する。好ましくは、選択されたサーチ用語は各サ
ーチ・リステイングについてフォーム内にデフォルト値として挿入される。もし所望なら
ば、その他のサーチ・リステイング要素に対するデフォルト値もフォーム内に挿入できる
。
【００８６】
また、図２の「口座管理（マネージメント）」メニュー１７０は、好ましくは、広告者に
「費用の予測」選択を提供する。この選択では、広告者が「１日当りの費用」及び「消滅
まで残日数」を予測したいサーチ・リステイング又は副口座を広告者が指定する。システ
ムは、費用予測アルゴリズムに基づいて予測を計算し、そして、予測を読出し専用スクリ
ーン上で広告者に表示する。予測は業界で知られているいくつかの異なるアルゴリズムを
使用して計算できる。しかし、サーチ・リステイングの費用は特定の時間間隔の間に入札
額にその入札額のサーチ・リステイングが受けたクリックの総数を掛算したものであるか
ら、各コスト予測アルゴリズムは一般にサーチ・リステイングに対する月当り（又は他の
指定された時間間隔）のクリックの推定数を決定しなければならない。サーチ・リステイ
ング上のクリックは、業界では周知のソフトウェア計数メカニズムの実行を介して追跡で
きる。時間にわたって全てのサーチ・リステイングに対するクリックが追跡され、このデ
ータは全体及び個別のサーチ用語に対する月当りのクリックの推定数を発生するために使
用できる。特定のサーチ用語に対して、１日当りのサーチの推定数が決定されて、１クリ
ックのコストが掛算される。そして、この積は１日当りの実行費用を得るために問題のサ
ーチ・リステイングのランクに対する平均の出現数についてのクリックの平均数の割合が
掛算される。現在の残高が口座資金の「消滅」又は消費までの予測日数を得るために１日
当りの実行費用により割り算される。
【００８７】
本発明の１つの実施の形態は、各サーチ用語は同様に実行されると仮定する単純な予測モ
デルの費用予測アルゴリズムに基づいている。このモデルは広告者のサーチ・リステイン
グのランクは一定に留まり、そして月を通じて変動しない仮定する。このアルゴリズムは
、実行が簡単で計算が速いという利点を有する。特定のサーチ・リステイングに対するク
リック通過レート、例えば、クリック又は紹介の総数は、サーチ・リステイングのランク
の関数と考えられる。従って、モデルは各サーチ用語の使用曲線、すなわち、サーチ・リ
ステイング上のクリックの数をサーチ・リステイングのランクに対して描いた時に得られ
る曲線、が全てのサーチ用語に対する使用曲線と類似していると仮定する。このように、
全てのサーチ用語に対する全てのクリックの和についてある時間の値が推定で知られ、全
てのサーチ用語に対して与えられたランクでの全てのクリックの和、及び、選択されたサ
ーチ用語に対する全てのクリックの和が、選択されたサーチ用語に対する与えられたラン
ク対する全クリックの総数を決定するために単純な比例で使用できる。そして、選択され
たランクの選択されたサーチ用語に対する全クリックの１日当りの推定総数に、１日当り
の費用予測を決定するためにそのランクのサーチ用語に対する広告者の現在の入札額が掛
算される。これに加えて、もし、特定のサーチ用語又はサーチ用語のクラスが一般のパタ
ーンから顕著に異なることが知られている場合、そのサーチ用語、広告者又はその他のパ
ラメータに特有な修正値が予測された推定費用を微調整するために導入される。
【００８８】
最後に、図２の「口座管理（マネージメント）」メニュー１７０は、広告者の広告に関連
した情報を見るための幾つかの選択を与える。「副口座情報を見る」選択は、選択された
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副口座に関する読出し専用情報を表示する。「サーチ用語リストを見る」選択は、広告者
の選択されたサーチ用語のリストを対応するＵＲＬ、入札価格、及びランクと共に、好ま
しくは副口座ごとにサーチ用語をグループ分けしたリストを表示する。広告者はまた、シ
ステムが広告者から要求されたサーチ用語を受取る際に生成する読取り専用表示からサー
チ用語のリストから選択されたサーチ用語の１組に対する現在の最高入札を見ることがで
きる。
【００８９】
サーチ・リステイング活動のより包括的な報告を必要とする広告者に対しては、「報告を
見る」オプションが図２の広告者主ページ１２０から選択できる。本発明の１つの実施の
形態において、「報告を見る」オプションは現在の日付の前の１年間までの包括的な報告
を生成する。例えば、毎日の報告は直前の７日の各々について利用可能であり、毎週の報
告は直前の４週間について利用可能であり、直前の１２ヶ月について月の報告が利用可能
であり、最後の４半期について４半期報告が利用可能である。追加の報告が広告者の興味
に依存して利用可能である。その他の所定の報告タイプは、次の時間間隔の間の追跡活動
を含む。口座の開始日から、年の初めから、毎年、４半期の始めから、月の始めから、及
び、週の初めから本日までである。報告分類は、広告者の口座ごと、サーチ・リステイン
グごと、ＵＲＬごとに見ることのできる詳細報告及び広告者の口座ごと、副口座ごとに見
ることのできる要約報告を含む。報告は広告者口座及び副口座名前などの識別データ、報
告によりカバーされる日、及び報告タイプを含む。これに加えて、報告は現在の残高、未
決の現在の残高、平均日の口座借り方、及び、実行レートなどの重要なサーチ・リステイ
ング口座データを含む。さらに、報告はサーチ用語、ＵＲＬ、入札、現在ランク、クリッ
ク数、サーチ用語に対してなされたサーチ数、出現数（サーチ・リステングがサーチ結果
リストに出現した数）、及びクリック通過レート（クリック数／出現数として定義される
）などの重要なデータも含むことができる。好ましくは、報告はブラウザ・プログラムを
介して見、印刷、又は、ダウンロードのために少なくともＨＴＭＬビュー・オプションが
利用可能である。しかし、アドビ・アクロバット、ポスト・スクリプト、アスキー・テキ
スト、スプレッド・シート互換フォーマット（例えば、ＣＳＶ、タブ・デリミッテッド）
及びその他の周知のフォーマットなど、その他のビュー・オプションも利用可能である。
【００９０】
広告者が「報告を見る」オプションを選択した時、システムは利用可能な報告タイプ、日
付、分類、及び、ビュー・オプションのリストを表示する機能を呼出す。システムは好ま
しくは最初は全てナルに設定された次のフイールドを持つ報告インスタンスを生成する：
報告タイプ、報告日付、報告分類、及び、ビュー・オプション。一旦、広告者が上記のパ
ラメータを定義すると、システムは広告者が設定したパラメータに基づいて要求された報
告を生成する機能を呼出し、ビュー・オプション・パラメータに基づいて報告を表示する
。
【００９１】
最後に、本発明の好適な実施の形態は、広告者がログインした時、何時でも広告者が要求
できる文脈特有ヘルプのオプションを実行する。ヘルプのオプションはシステムが生成し
た表示ページ上に位置する小さなアイコン又はボタンとして実行される。広告者は、ヘル
プを要求するために表示ページ上のアイコン又はボタン・グラフイックをクリックし、す
るとシステムはユーザが見ている特定の表示の機能にキーされたヘルプ・ページを表示す
る。ヘルプは、別個の表示ページ、サーチ可能インデックス、又は、対話ボックスとして
、又は、周知の他の方法により実行される。
【００９２】
以上の詳細な説明は、説明目的でなされたものであり限定する目的はない。全ての均等物
を含む特許請求の範囲の記述が本発明の範囲を定義する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一つの実施の形態によるサーチ結果の実績支払いシステム及び方法及び
大ネットワークの関係を示すブロック図。
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【図２】本発明の一つの実施の形態で使用されるメニュー、表示スクリーン、入力スクリ
ーンのチャートを示す図。
【図３】本発明の一つの実施の形態で実行される広告者ユーザ・ログイン・プロセスを示
すフローチャート。
【図４】本発明の一つの実施の形態で実行される管理者ユーザ・ログイン・プロセスを示
すフローチャート。
【図５】本発明の一つの実施の形態で使用される口座記録のためのデータを示す図。
【図６】本発明の一つの実施の形態で使用される口座記録へお金を追加する方法を説明す
るフローチャート。
【図７】本発明の一つの実施の形態により生成されたサーチ結果リストの一例を示す図。
【図８】本発明の一つの実施の形態により使用される入札変更プロセスを説明するフロー
チャート。
【図９】図８の入札変更プロセスで使用されるスクリーン表示の一例を示す図。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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